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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 明朝に対する輝かしい抵抗戦争と黎朝の樹立、その後聖宗時代に至る黎朝の発展は、前近代ベトナム史の華やかな
一幕としてつとに注目され、ベトナム国内で一通りの研究が行われてきたほか、海外でも日米などの学者がこれを詳
しく研究してきた。そこで 1980 年代に一旦「やり尽くされた」かに見えた黎朝前期の歴史に、ドイモイ後の利用可
能となった新史料をひっさげて斬り込んだのが本論文である。ベトナム史の研究事情を知る読者は、著者がこの 10
数年間に留学や現地調査を通じて文書館や村々で収集した史料の量と質に驚嘆せざるをえないだろう。ベトナム国内
でも黎朝前期についてこれだけの史料を集めた研究者は存在しない。絶望的な史料不足のなかで「たまたま手に入っ
た史料をなんでも使う」プリミティブな段階から、博捜した史料の厳密な史料批判にもとづいて考証を進める歴史学
本来の段階へ、前近代ベトナムに関する文献史学のあり方はここに一変した。その背後には、ベトナム語を駆使する
地域研究的方法論と、精密な文献考証に関する東洋学の伝統とを両立させた著者の研究スタイルがある。 
 こうした史料群をもとに著者が明らかにした功臣や官僚たちの系譜、経歴、人脈は、黎朝前期政治史に関するウイ
ットモア、藤原、レー・キム・ガンらの議論を格段に精緻化した。またこれまでベトナム史の枠組に位置づけられな
かった盆地社会に着目した第８章（黎利ら清化集団も王朝樹立などしなければ同じような姿だったと考えられる）を
はじめ、開発と土地所有を扱った各章も、ファン・フイ・レー、チュオン・ヒウ・クインの土地制度史、桜井由躬雄
の土地制度・村落・開発史などに見えないユニークな事例・視点を随所に示している。英語圏では近年、アンソニー・
リード（現国立シンガポール大学）やリーバーマン（ミシガン大学）が東南アジア～東アジアの中世～近世における
超国家的ネットワークや国家間比較を研究して注目されているが、本論文の「ナショナルな一国史」を批判する視座
と多彩な史料や事例は、そうした広域的研究をずっと豊かなものにする可能性をもち、海外に向けた発信が期待され
る（一部の章はベトナム語で発表済み）。 
 ただし本論文の一部には、その部分の目的が曖昧なため「叙述」と「立論」が整合的に進まない例が見られる。ま
た土地所有に関する概念がやや不正確な箇所、法律の内容や開拓のプロセスが明快を欠く部分なども散見する。とは
いえ、それらはあくまで部分的な瑕瑾であり、ベトナム前近代史研究を一変させた本論文の巨大な価値を損なうもの
ではない。よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 
